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国指定史跡下野谷遺跡（東集落）のあたり



当防災研究会の位置付け

• マンション管理組合の下部組織として防災対応を行う

• 管理組合理事会（輪番制）と防災研究会役員を分離して、継続性
のある活動を実施

• 参加者は全居住者であるが、中心的に活動する者は１０名程度
• 活動予算は管理組合会計からの拠出と西東京市の防災補助金
• 近隣に地域自治会は存在しないため、当マンション単独で活動

• 首都直下地震、多摩直下地震等の大規模災害発生時にマンショ
ン住民の共助による「マンション内在宅避難」を可能とする事

• 可能であれば近隣戸建住戸居住者の避難行動を支援する事

最大の活動目標
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活動の経緯（１）
• きっかけは２０１１年東日本大震災／さまざまなライフラインの停止を経験

� 都市ガスの停止
� エレベータの停止
� 原発事故後の計画停電
� 停電による増圧ポンプの停止、上層階の断水（４階住戸までは自然圧で給水）

• 企業の事業継続計画（ＢＣＰ）を参考として生活基盤継続計画（ＬＣＰ）の検討を開始
※現在ではマンションライフ継続計画（ＭＬＣＰ）として一般的に広がっている。

• まずは現状認識とリスク確認・・・・有志による情報収集と勉強会の開催
� 地震だけに限定せず、自然災害全般を調査（地震、雷、火事、オヤジ、風水害）
� マンション構造の耐震診断（設計図面、構造計算書）
� 地盤強度の確認（竣工図面中のボーリング図）
� 内閣府、東京都の被害想定

• 関係組織の対応状況を確認
� 小中学校の児童保護態勢
� 避難所の運営態勢、備蓄状況

• 等々
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活動の経緯（２）
【現状認識の結果として。。。。。】
• 津波リスク

� なし
• 水害リスク（河川、下水管溢れ、内水氾濫）

� 最寄りの大型河川として石神井川を想定
� 標高差が７～８ｍあり、堤防等の決壊リスクなし
� 下水管も大容量と思われるが、過去に青梅街道の一部で溢れた経緯有り

• 土砂災害リスク（土砂崩れ、液状化）
� 地盤カルテ等により地盤の状況を確認

� 川沿いの低地に分布している約７万年前～１万８千年前に形成された段丘層
いわゆる武蔵野台地（関東ローム層）

� 土砂崩れ、液状化等のリスクは低い
• 大規模火災・延焼リスク

� 木密地域ではないため、大規模火災のリスクは低い
� ただし、西側隣接住戸などは極めて近接しているため、火災時の共助は必要

• 竜巻・突風等リスク
� これは、、、マンション構造の強度に期待、と言うか打つ手無し

• 最終的に最大の脅威として地震のリスクが重要として対策検討に着手
ここまでで概ね１年程度必要でした。
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活動の経緯（３）

• 小中学校の児童保護態勢

� 東日本大震災当時は、学校で児童の預かりが出来ず一斉帰宅を実施した
ケースも。

� 子供が心配で無理にでも帰宅せざるを得ない保護者が多数いた
� ⇒保護者が帰宅困難者になる恐れもあった

� その後、学校で保護者が迎えに来るまで児童を預かる事が可能となった他、
事前に登録した知人でも児童の引き取りが出来るようになった学校も多い。

• 児童の安全確保の観点から、学校での預かりとマンション内の知人が迎えに行く
と言う態勢が実現可能となった。

• 避難所の運営態勢
� 西東京市人口約２０万人
� 多摩直下地震発生時の避難者想定約２万５千人
� 市内避難施設収容可能人員約３万６千人
� 食料品、飲料水の備蓄状況は避難生活者に対して２日分程度

� 広域災害の場合、避難所は戸建住宅や旧耐震建築の避難者で収容可能人
数をオーバーする事が予想される。

• 当マンションの耐震診断結果から、建物の被害が軽微であれば、避難所には行
かず、マンション内で顔見知りの居住者と一緒に在宅避難をした方が良いとの結
論に至る。
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マンション内在宅避難に向けた具体的な
アクション（１）

• 先ずは資金計画から
� 当マンションは小規模（２５戸）であり、予算規模もそれほど潤沢ではなかった

� 防災予算確保のため、マンション屋上に太陽光発電設備を設置し、売電収入を
防災予算に回す事を検討

� 管理組合では太陽光発電設備設置のための初期費用が捻出出来なかった事
から、屋根貸しと言った形で設置者の売電収益の一部を管理組合会計に繰り入
れる形とした。

� 当時太陽光発電の普及を推進する立場から、共用部の仕様変更について従来
3/4決議が必要であったところ1/2の普通決議で良いとの通達もあった
⇒結果的には全会一致で承認された

• 最終的に、余剰電力売電契約により発電量の一部を自家消費する事で、電気料金を
節約し、防災予算を確保する事が可能となった。

⇒実は、全量売電契約を選んでいた方が有利であったことが後に判明、ちょっと
ショック（泣）

• 今までの所太陽光発電は順調に稼働しており、毎年の防災予算確保に貢献している
が、現在の売電契約終了後の運用が今後の課題である。（あと２年後！！）
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マンション内在宅避難に向けた具体的な
アクション（２）

• 停電対策
� 太陽光発電のパワーコンディショナーからの自立運転手順確認
� ガスパワー発電機購入（２機）
� ドラムケーブル、テーブルタップを購入
� 投光器、手持ちＬＥＤライトを購入

• ガスパワー発電機の起動手順、使い方訓練の実施
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マンション内在宅避難に向けた具体的な
アクション（３）

• 集団生活時の衛生対策
� 組み立て式ポータブルトイレ購入
� ポータブルトイレ使用時の個室確保用小型テント購入
� 運搬用取っ手、給水バルブ付きポリタンク購入（２０リットル）
� 大型救急箱（５０名用）

• 応急手当手順確認のための訓練実施（西東京消防署に指導を依頼）
• ＡＥＤ使用訓練の実施（西東京消防署に指導を依頼）
• 普通救命技能講習／上級救命技能講習に参加（消防庁主催）
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マンション内在宅避難に向けた具体的な
アクション（４）

• 屋外での避難スペース、傷病者治療スペースの確保
� 大型防災テント（１０名用、６名用）の購入
� 床面断熱保護シート（１ｍ幅×５０ｍ）購入

• 炊き出し用資器材購入
� 卓上ガスコンロ
� 寸胴鍋
� 食器セット
� ガスカートリッジ
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マンション内在宅避難に向けた具体的な
アクション（５）
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• エレベータ内閉じ込め対策
� 元々停電時には最寄階に停止する機能は付いていた
� 定期設備点検の結果、機械構造部分に耐震機構の既存不適格が判明
� 最悪のケースとして閉じ込めも発生する可能性有り
� エレベータ内セーフティボックスを購入

• エレベータ内インタホンと外部との通話連絡訓練を実施
• エレベータ保守会社に依頼して緊急停止と停電時の対応訓練を実施



第１回在宅避難シミュレーション

• 備蓄品を実際に使用して、２日間の在宅避難シミュレーションを実施
• 実施日 ２０１６年３月１２日（土）～３月１３日（日）
• 一部の参加者には実際に屋外の防災テントで宿泊して貰った
• 参加者に以下の役割を分担して貰い、出来る限り実態に近い訓練を目指す

� 総合運営担当
� 安否確認担当
� 敷地内避難所設営担当
� 飲食料品管理担当
� 炊き出し担当
� 応急救護担当

• シミュレーション終了後に防災アンケートを実施し、集計して全員に配布

• 一番の収穫は参加者が自ら改善提案や追加するべき資器材をリストアップ
してくれた事（子供たちからも真剣な意見が多数ありました）
⇒実際にやってみないと分からない事だらけでした。

• 今回の知見を踏まえて、追加の資器材を備蓄し、第２回在宅避難シミュレーションを
計画しています。
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第２回在宅避難シミュレーション

• 備蓄品を実際に使用して、３日間の在宅避難シミュレーションを実施
• 実施日 ２０１９年２月９日（土）～２月１１日（月・祝）
• 参加者に以下の役割を分担して貰い、出来る限り実態に近い訓練を目指す

� 総合運営担当
� 安否確認担当
� 敷地内避難所設営担当
� 飲食料品管理担当
� 炊き出し担当
� 応急救護担当

• 第１回在宅避難シミュレーションの知見を踏まえて、追加した備蓄品を活用
� 情報収集資機材

⇒スマホによる地デジ受信とブルートゥーススピーカーへの接続
� 大型仮設トイレ、街かど消火栓、電力（ＡＣ，乾電池）不要のガスファンヒーター
� ﾃﾞｼﾞﾀﾙ簡易無線機（半径２ｋｍ程度の通信可能範囲を確認）

• 平日日中など、居住者が少ない状況で確実に在宅避難の準備を進めるため、災害
時の初動対応手順と初動対応資機材をまとめた「初動対応指示Ｂｏｘ」を作成
� 安否確認表（壁に張り出すもの）
� ﾃﾞｼﾞﾀﾙ無線機
� 防災倉庫のカギ、など 15



今後の活動方針

• 昨年夏のような夏季の風水害を想定し、熱中症対策を検討

• 日本トイレ研究所が推進する災害時トイレ計画（Ｄ－ＴＯＰ）の
作成

• 避難所運営協議会との連携

• 西東京市内の集合住宅／自治会等と連携して、より一層の在
宅避難の推進
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在宅避難推進協議会（仮称）
として活動して行きたいと考
えています。

ご興味のある方は水落までご連絡下さい。
E-Mail:mizuochi@a5.rimnet.ne.jp



防災アンケート結果抜粋（１）
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5-(2)飲料水について自宅内で

何日分の備蓄をしていますか？

5-(2)飲料水について

自宅内で何日分の備

蓄をしていますか？

5-(3)アルファ米、乾パン等の備

蓄食品以外に日頃食べ慣れた

食品の備蓄をしていますか？

回答：ａ

回答：ｂ

回答：ｃ

5-(4)すぐにエネルギーになる糖

質や穀物類以外に栄養バラン

スを考慮した食品の備蓄をして

いますか？

回答：ａ

回答：ｂ

回答：ｃ



防災アンケート結果抜粋（２）
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6-(1)被災時にすぐに公共の避難

所に避難するのではなく、在宅で

生活を維持するための「在宅避

難」と言う考え方を知っていまし…

回答：ａ

回答：ｂ

回答：ｃ

6-(2)マンション内一時避難場所（在

宅避難所）は実際の被災時に有効

だと思いますか？

回答：ａ

回答：ｂ

回答：ｃ
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7-(2)ペット用の食料品
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をしていますか？

7-(3)ペット用の飲料水
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をしていますか？


